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市街化調整区域内の比較的傾斜の急な林地地域であり、地域の特性にも特段の変動要因はないことから、今後も現況が継続
するものと予測する。
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青梅市を含む西多摩地域における用材林地の需要は限定的であり、
取引件数は少なく、地価も下落基調が継続している。

地域の特性に特段の変動要因はないが、一般的要因の影響により
山林の地価は下落基調で推移している。

個別的要因に特段の変化は見られず、地域における競争力の程度
も概ね普通である。
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２　鑑定評価額の決定の理由の要旨
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特記 近隣地域の一部が土砂災害
特別警戒区域に該当する。
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正常価格

(1)価格時点

(2)実地調査日

(3)鑑定評価の条件 当該土地に工作物又は立木等がなく、かつ、使用収益を制約する権利の存しないものとしての鑑定評価

(4)鑑定評価日

(5)価格の種類
路線価又は倍率

円／㎡

2.8

１　基本的事項

(6)
路
線
価

倍率種別
令和 3年 6月 21日

令和 3年 7月 2日令和 3年 7月 1日

904,000鑑定評価額 円 152,000 円／10a10a当たりの価格

比準価格は、同一需給圏内の類似の林地の取引事例より試算されたもので、対象基準地に係る市場性を反映した実証的な価
格であり、説得力に優れる。一方、対象基準地は市街化調整区域内の急傾斜地であり、宅地転用は非現実的であることから
控除法は適用しない。また、林業経営の採算性は低く想定要素も多いため収益還元法も適用しない。よって、比準価格を標
準とし、類似基準地との均衡及び市場動向等を踏まえ、鑑定評価額を上記の通り決定した。

(6)市場の特性 同一需給圏は、多摩地域全域の林地地域。需要者は、個人または法人の林業経営主体、森林保護団体、公共団体等が中心で
ある。但し、木材価格の低迷や林業従事者の減少等により、用材林地に対する需要は総じて弱く、取引も少ない状況が継続
しており、地価は下落基調で推移している。なお、林地の取引価格は、取引目的のほか規模や立地条件等の個別的要因によ
り様々であり中心的価格の把握は困難である。

(7)試算価格の調整
　 及び鑑定評価額
　 の決定の理由

東京(林) 8－

東京(林) －

基準地番号 提出先

8 東京都

所属分科会名

多摩第６分科会

業者名

印不動産鑑定士氏名

長谷川不動産鑑定

長谷川　裕幸


